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及幼根に略々等分に配分 される.

 Cuの 移動は最 も著 しく胚乳に蓄積 しア:殆んど全部は胚芽部に移b幼 芽に大量集積する.こ

の貼はFeと 逆である.以 上の事實ば腫實の護芽に1奈し海幾に行 う炭酸同化或いは呼吸に關與

する諸種の含金属酵素の嚢動を考察する手段 としτ右力である.

          馬 蹄 よu)Lanthionineの 分 離

               下  村    弘

 蛋白をアルカ リ庭理するとLallthiouineが 生成せ られるのであるが之には2種類の構造式が

提出せ られている.自口ち

    (・)・〈器1=器 羅1二 ε88聾 (・)・<器茎二器話 理珊 δ且COOH

の如 くで あつ て(1)は 蛋 白 をNa2CO3で 庭 理 して後,酸 加 水 分 解 した場 合 に手ひられ る もの で(2)

は蛋 白 をNa2Sで 前 庭 理 した場 合 に得 られ る もの で あ る.特 に(2)は あ る特 殊 な條 件 の も とで 栽

培 せ られ た植 物 鰹 か ら も分 離 せ られ てい る.

 著 者 は 馬 蹄 を無 庭 哩 の 儘 又 はNa2C()3庭 理後 盛酸 で 加 水 分 解 しLanthionine分 別 旺 か ら

1、anthionine様 物 質 を分 離 した の で あ る.こ の物 理 的 諸 性 質 を示 す と第1表 の 如 くで 化學 的 諸

定 量 値 を示 した もの は 第2表 の 如 くで あ る.

                  第  1  表

       灘 量漏 締 勲 聴 鰐 性匝一1振 沸
        Ii …6隣 癬 定形1鍬 ・。・不・形∫昔' Na紫 針 劇266

   無 麟 1下 ・・i羅 針状叉・1針状・・不・形幽 鳶 惣 針 ・・ 1・・5以上

  鐙≧鵬 皿1・ ・ 針 状 職 又・酬 霧1 N螺 針 劇 ・π 『

                  第  2  麦

         羅 ・%・%臨 幣 麟 婁幸垂灘 騒

    鞭 理濫1;:割 矧 蝿 、i訓瑚 鋤:銘
    蛍2C馴 瑚 ・2・・,・1…62 ilL・ ・1矧 ・12・82・9・・122・
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                 笛  3  表

  ・・n些墜L9互 上1芭・・.】・Z・一一い 竺 一L・%-j塗 一㌔ 型 壁 量趣 ・℃
              ニ                                              

    (1)   34.59  5,81  13.46  15.41     iCelt't2SN▲04 208.2 270～304

    (2)     37.80   6.35   12.61   14.43   28.8() IC7J[1■SN20.1  222.2 266～275

    1       .            12.68 1 14.53                      220.6  266

    ff     l2.7514.57  1   220.0315以 上

    N     12釧14,・62  1   219・3圏

 前 述 の 如 くLalltllionille l二は2種i願 存 在 し い るの で あ る.著 者 の 分 離 し たLanthion{neが

そ の 何 れ で あ る か は 第3表 の 分 析値 の 比 較 か ら(2)式 の 非!嬬 酢型(S-(β 一am!u・ 一β一・』arl)・xyetllyl)

-homc)cysteine)のi.Ul]thiol)illeで あ る蔀 は 明 ら か で あ る.

 然 しな が ら第1,第 ～表 に於 て 示 し た結 品 形,溶 解 性,融 黙,遊 雛 ア ミ ノ基 及 び 遊 離 ヵ ル ボ キ

シ ル 基 等 は 既 に 報 告 せ られ た もの と 一 致 じ な い の で あ る.

 こ の 鮎 に 關 し て 興 味 あ る 事 はLanth{Ollineの 光 學 具 性 艦 の 問 題 で あ る. du Vig鯉auq氏

等 に よ る と 既r1《の(1)式 のLantllionineは メ ゾ ー 型 で あ つ てd-(一)-!anth{o【11ueは21・5。,で 黒

攣 し293-2950で 分 解 し'一(十)一 ■lmthionilleは2斗0。 で1:1:1健し28b-292cで 分 解 す る事 を 撮 爵 し て

ゐ るの で あ る.

 そ こ で(2)式 のLlmtlliollilleに オ1奄て も同 様 に 思 考 ぼ られ る とす れ ば 無 虎1'llD馬 蹄/) ・ら分 離 し

たLanthio1}ine lよL(十)-lt,nith lon // nuで あ つ てNl.2{03虞.哩 の 馬 欝青し た もの は ラ セ ミー 型 の

hmthion1neで あ ろ う と考 え られ る の で あ る.こ のT一型 の1、antl]ionineは ラ セ ミ1!1のL:dltll

ionineに 」七較 し て[1光 等 に よ レ 識 ノ 受 け 易 い 事 は 容 易 に 首 肯 し得 らit'Lる所 で あ る・ 從 つ て

L:mtllioniiie CI)」綜〃成 中 糸1由1㌔∫{:多1害角争1ヨメ窪 に 呈遥イヒを 宋 た しくそ の 糸1「胡 要i冤ξ璽1製1が豫 泡1よ り もi缶 くな つ7こ と

考 え ら れ る,之 を 更 に 化 學 的 に 見 れ ば 第2表 の 如 く遊 ・雛 ア ミ ノ墓 及 び 遊 離 カ ル ポ キ シ ル 基 の 減

少 とな り殊 に カ ル ボ キ シ ル 基 は1,9に 於 て 全 く存 在 し な い 結 堪 と な つ た の で あ る.之 に 反 し

皿 は ラ セ ミ型 と考 え られ る が 故 に 貯 蔵 巾 し⊃壁 化 は 殆 ど な く遊 誰 ア ミ ノ基 及 び 遊 雛 カ ル ボ キ シ ル
                                      ぐ

基 の 定量 値 は ヂ ア ミノ ・ヂ カル ボ ン酸 で あ る事 を示 して ゐ て その 融 黙 も低 い値 を示 して ゐ るの

で あ る.

 以 上 の 考 察 を基 礎 に して襲 性1,ai'itlli{,i'iii}eの構 造 式 を推 定 す る と次 の如 くで あ る.

           (NII2)IIC-CII2-CII2-S-CII2-CII(NII2)

               dOO _'一'＼00と

 この様 な配 位 的 な結 合 は分 子内 の み な ら 弓・分 子梱 互 闇 に も 存 在 す る事 が 考 え ら れ る の で

1、anthionine分 子1よ墾 性 の結 果次 第 に1容解 性 を減 少 し融 黙 の 上 昇 を 來 た す こ とは 想 像 に 難 く

な い の で あ る.

 術Lanthionineは}誼 述 の 如 く無1莚理 の,15蹄蛋 白 か ら得 られ るの で あ る.こ のli:成 の理 山 と

して は大 髄:様 に考 え られ る と思 ふ その 一・つ は ケ ラチ ン等 の線 朕蛋 白 は べ プ タ イ ド漣鎖 の手

行 東か ら域 つ て い る に反 し コ ラーゲ ンを 二k燈とす る蹄 等 は一疏龍 的 な調 厭 仙誕なに近 い もの と考 え

られ るで あ ろ う.從 つ て主1〔子 「yll結合 以 タトに安 定 な側鎖 の結 合 が 要 求 せ られ る事 は常 然 で あつ
              /
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て1.anthionineが この意 味 に於 け る一 役 割 を演 じてい る とす る事 は さほ ど 不 合 理 で は ない と

考 へ る.他 の 一 つ は馬 蹄 に限 つ て蹄 鐵 を打 込 む諏:は周 知 の事 柄 で あ る この打 込 操 作 に際 して

相 當 な 熱 攣 化 が 馬 蹄 蛋 白 に與 へ られ るの で あ つ て この攣 化 に よつ て シ ス テ イ ン残 基 が他 吸 ア ミ

ノ酸 淺 基 と結 合 してLtuithi6nineと な る事 もあ り得 る と考 え られ る..      re

 以上報告 を絡 るに當 り終始 御懇篤 な御指導 と御鞭鍵 とを賜つた近藤 金助先益に 謹 んで感蒲す る次第 で

 あ る.

         組 織 蛋 臼 酵 素 の 研 究

          第 ユ報 酸性蛋白酵素の抑制に就て                   ●

              小  野  山  實

 比 較 生理 塵 の立 場 か ら叉 殊 に冬 眠 と云 う特 殊 肌 態 の代 謝 に就 い て も知 見 を明 らか に した い 目

的 で,墓(ヒ キ ガ ヘ ル)臓 譜 のProteolysis(蛋 白酵 素作 用)に 就 い て研 究 に 着 算 し、先 づ 墓 肝 に

就 い て,其 の 酸 性 酵 素 と してPro亡einase, pepとonase及 びcarboxypeptidase作JIJを 明 らか に

し,是 等 酵 素 作 用 に封 す る其 の 促 進物 質 及 び抑 制 物 質の 試 験 を行 つ7こ.帥 ちcathepsin系 酵

素 の 賦 活素 と して 知 ら胞 て居 るey・teine,硫 化 水 素 に就 い て,又 抑 制 物 質 と してhalogen化

合 物 の影 響 に就 い て試 験 した.酵 素 液 は肝 粥 の3倍 容 グ リセ リ ン水 の磨 浸 液 を5a`用 い,基 質

液 は調 節 液 を加 え全 容20ecと な る様 に し,其 の濃 度2%(但 しbellzoyldiglアcineは 駈(♪mole)に

な る様 作 製 し,此 の 中 に試 験 添 加 物 質 を含 ませた.本 瞼 液 を37"Cに 艀 置 し,2斗 時IM乃 至72時 間

艀 置 後 の 酸 値 塘 加 をFormol滴 定法 に依 り, Yio Na()1 1に て測 定 し,肇 ↓照試 験 として基 質 を

含 まぬ 酵 素 一 綾 衡 液 を本 試 験 と同條 件 に於 て消化 させ,そ の 増 加 酸 値 を劃 照 値 と して本 試 験 値

よ り引 去 つ た もの を分 解 値 と し之 に依 り得 た結 果 を次 に掲 げ る.

 1)纂 肝 磨 埣 液 は酸 性 反慮 で は1)H5.0に 於 てgelatine及 びpeptOlle l二封 して最 大 水 解値 を

示 す事 を確 め た ・ 又benzoyld{glycineも 酸 性 反懸 に於 て著 明 に水 解 し,共 の至 適pllは5,0乃

至5.2に 在 る.                           1

 2)Gela亡ine及 び1)eP亡one水 解 は硫 化水 素附 加(飽 和 硫 化 水 素 正0%-50%液1ce)に 依 り著 明

に抑 制 され る.Cysteine(0.2molelce)は 著 明 に賦 活 的 に作 用 す る.

 3)Benzoylcliglアeine水 解 は, chloraform(0β エnole),四 鞭 化 炭 素(O.25mole),… 堕 化1㍉1与酸

(O.052mole)及 びiodoforrri(0.Ol2inole)に μくり著 明 に抑 制 され,就 中 一 盤1ヒ酷 酸 及 びiodoforni

の 抑 制 作 用 は 張 大 で あ る.                ・

 Gelatin分 解 に際 して, cliloroform,一 鞭 化瀦 酸 は同 様 の 添加 濃 度 で 著 明 に抑 制 作用 を現 す.

然 し此 の 抑 制 作 用 は 更 にcystkxin((O,2rncJ!e1Cc)を 加 え る と,劃 照 の 溝 力IEしな い もの と同 じ酸値

増 加 を示 す.Cysteineに 依 り抑 制作 用 を除 去 され る と云 うこ とは.是 等ha}Qgeu含 有 化合 物

                   (83)


